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質問事項と回答

番号 質問事項 回　　答
1 　特記仕様書４頁に「道道盛土場の盛土可能量が約95,000m3」と表記さ

れていますが、捨土掘削が約460,000m3であるため、整合が取れません。
その差の数量(約365,000m3)の盛土場はどちらになりますか。ご教示願い
ます。

捨土掘削の搬出先は、道道盛土場：約357,000m3、新得町（道の駅）盛土
場：約103,000m3を想定しています。
なお、特記仕様書6-2-2 自工区外盛土場の共同使用に示す工事において
道道盛土場から順次搬出する予定のため、盛土可能量を超える土量につ
いても道道盛土場に運搬可能であるとお考えください。

2 　特記仕様書２９頁に「道路掘削　土砂Ａ」及び「捨土掘削　土砂Ａ」
は、「区分内容が土砂Ｂ及び土砂Ｆ相当」と記載されておりますが、各
横断図には「土砂」と表記されています。運土計画を考えるうえで、横
断図に土質区分を明記して頂けないでしょうか。

横断図に土質区分は明記しておりません。
貸与資料に示す数量を参考にお考えください。

3 　工事用道路の運用につきまして、他工事との共同利用区間がございま
すが、運用ルール等がございましたらご教示願います。
　また、共同利用区間以外につきましても、独自の運用ルール（例：右
回り運行などの指定）や、冬季において通行不可となる路線がございま
したら、併せてご教示願います。

土木工事共通仕様書1-22-5 工事用道路等の共同使用に記載のとおり関連
する受注者と協議の上、利用願います。
なお、発注者から指定する運用ルール等はございません。
また、工事用道路に指定する道路のうち、①、②については冬期除雪さ
れており通年通行可能です。
④、⑤、⑨、⑩、⑪、⑫については本工事で除雪工の実施を想定してお
り、除雪の上で冬期通行可能です。
③、⑥、⑦、⑧は冬期通行を想定しておりません。

4 　特記仕様書２９頁に「盛土工　Ｃ１」は、現地発生材の敷均し、締固
めと記載されておりますが、土質区分は「土砂Ｆ」と考えて良いです
か。

盛土工 Ｃ１の現地発生材は、新得町（道の駅）盛土場の材料を想定して
います。
なお、土質区分は特記仕様書26-3-1に示す土質区分を想定しています。

（工事名）道東自動車道　新得ＰＡ工事

質問書に対する回答



番号 質問事項 回　　答
5 　特記仕様書３５頁に集水ますＴｙｐｅＭの記号が「Dc-S-1.00-1.00-

2.60」「Dc-S-1.00-1.00-2.60」「Dc^(Sp)-1.80-1.80-1.40」となってい
ます。設計図からは「Dc-S-1.00-1.00-2.60」が7箇所、「Dc-S-1.00-
1.00-2.60」が5箇所と読み取れ、合計すると数量表の12箇所となりま
す。「Dc^(Sp)-1.80-1.80-1.40」は0箇所と考えてよろしいでしょうか。

集水ます ＴｙｐｅＭの数量は設計図 連絡等施設 11/128～19/128に記載
のとおり下記となります。
・Dc-S-1.00-1.00-2.60：8箇所
・Dc-S-1.00-1.00-2.70：3箇所
・Dc^(Sp)-1.80-1.80-1.40：1箇所

6 　新得町（スマートＩＣ）に設置する集水ますＴｙｐｅＣの規格と数量
をご教示願います。

集水ます ＴｙｐｅＣの規格は、用排水構造物標準設計図集304を確認く
ださい。なお、鋼製ふたについては鋼製ふた工 Ａにて計上しています。
また、数量は数量明細表に示すとおり、3箇所となります。

7 　用排水管工について、各規格の掘削深及び、裏込め材の土質条件等が
不明です。参考図等をご開示願います。

用排水工の各規格の掘削深は、用排水構造物標準設計図集208-3、208-4
及び設計図 詳細図 1/58、18/58、19/58を確認ください。
また、裏込め材は、購入材C-40を想定しています。

8 　「設計図　4.詳細図　34/58,35/58」では、アスファルト縁石の形状が
不明です。詳細図等をご開示願います。

R08.06.11掲載の訂正公告をご確認願います。

9 　⑨町道広内2号線の道路通行止めにつきまして、以下の点をご教示いた
だけますでしょうか。
1.通行止め実施計画の有無
2.（計画がある場合）具体的な通行止め期間（予定）

特記仕様書14-1 工事用道路の指定において、本工事で新設としている⑩
上り線側本線内工事用道路等を完成させ、⑨-4 町道広内２号線の迂回路
を確保した後であれば、時期及び期間に制約なく広内２号線付替道路等
の施工が可能です。

10 　⑨町道広内2号線の跨線橋は、土運搬車両の通行が可能であると考えて
良いですか。

⑨-3 町道広内2号線の跨道橋は、土運搬車両等の工事用車両の通行が可
能です。



番号 質問事項 回　　答
11 入札公告（説明書）

契約履行要件等一覧表【配置予定技術者に契約後に求める要件】
配置予定技術者の要件について
同種工事の施工経験について、システム上の制限等によりCORINSの担当
工種に同種工事の記載が無い場合は、工程表等の別の書類等で経験の証
明ができれば良いでしょうか。

コリンズ登録内容確認書では同種工事の施工実績及びその他記載内容の
すべてが確認できない場合、又はコリンズに登録していない場合は、契
約書、図面、特記仕様書、発注者が発行した完成及び引渡しを証明でき
る書類（発注機関が作成した認定書等）及び施工計画書（現場組織体
制）、施工体系図・配置図等、同種業務の実績に関する記載内容が証明
できる書類の写しを提出してください。

12 特記仕様書26-3土工
捨土掘削土砂（表土）A、捨土掘削軟岩Aについて”道道盛土場への運
搬”の記載がありますが、全量を道道盛土場に運搬する認識でよろしい
でしょうか？相違がある場合はご教示願います。また道道盛土場への捨
土運搬距離についてご教示願います。

そのとおりです。
また、道道盛土場への捨土運搬距離につきましては、設計図 連絡等施設
3/128～5/128を参考に、貴社の施工計画に基づき算出ください。

13 特記仕様書26-3-1土工の捨土掘削土砂Aについて、搬出先である道道盛土
場と新得町（道の駅）盛土場へのそれぞれの運搬数量をご教示願いま
す。

捨土掘削 土砂Ａの運搬数量は下記のとおりとなります。
・道道盛土場：約298,000m3
・新得町（道の駅）盛土場：約103,000m3

14 新得町（道の駅）盛土場への捨土運搬に関して、盛土工C1および盛土工
C2の施工に支障が生じる可能性はありますでしょうか。支障が生じる場
合、その対応は協議の対象となるでしょうか。さらに、新得町（道の
駅）盛土場への捨土運搬距離についてもご教示願います。これらの情報
が特記仕様書に記載されていない場合は、確認方法についてご指示願い
ます。

盛土工Ｃ1及びＣ２の施工には支障が生じないと想定しております。
なお、新得町（道の駅）盛土場への捨土運搬距離は、設計図　連絡等施
設 3/128～5/128を参考に、貴社の施工計画に基づき算出ください。

15 設計図　1.連絡等施設　4/128　位置図(3)（土運搬経路）において工事
用道路⑨-3、⑨-4の使用制限がございましたらご教示願います。

⑨-3、⑨-4　町道広内２号線は、土運搬車両等の工事用車両の通行に制
限はありません。
なお、⑨-4において広内2号線付替道路等の施工中は、本工事で新設する
⑩上り線側本線内工事用道路等に迂回となります。

16 数量明細表5/6　18-(3)簡易舗装工　加熱アスファルト表層工A、基層工
A、安定処理路盤工A,切込砕石路盤工、18-(4)縁石工　アスファルト縁石
の施工位置、断面について図面にてご教示願います。

設計図書 詳細図 34/58 広内2号線付替道路一般図に示す断面図を確認く
ださい。
なお、アスファルト縁石に関わる詳細図はR08.06.11掲載の訂正公告をご
確認ください。

17 設計書　37番
用排水管P(Po-B)φ0.40(Sd-B)において、平均掘削深をご教示願います。

用排水管P(Po-B)φ0.40(Sd-B)の掘削深は、用排水構造物標準設計図集
208-3、208-4をご確認ください。

18 設計書　17番
ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積工において、冬季割増料金の計上はお考えでしょうか。ご
教示願います。

冬期の施工を想定していないため、冬期割増費の計上は想定しておりま
せん。



番号 質問事項 回　　答
19 設計書　19，20番

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎工A(F)・B(F)において、冬季割増料金の計上はお考えでしょ
うか。ご教示願います。

冬期の施工を想定していないため、冬期割増費の計上は想定しておりま
せん。

20 設計図（詳細図）P25
A2ランプSTA.7+50.000 Dco(M)-φ1.80-2.40において、埋戻し数量が
22.1mｍと掘削数量と同じ数量となっております。お間違いないでしょう
か。ご教示願います。

掘削数量が22.05m3、埋戻し数量が12.74m3となります。
後日、設計図書を訂正いたします。

21 設計図（詳細図）P47
仮設防護柵Aにおいて、m当り重量をご教示願います。

ｍ当り重量は、0.134tを想定しています。

22 設計書　101，102番
仮設防護柵工　設置工Ｂ、衝突緩衝材Ａにおいて、不凍液の計上はお考
えでしょうか。ご教示願います。

特記仕様書26-12 仮設防護柵工 に示すとおり、不凍液を計上しておりま
す。

23 設計書　11番
構造物掘削　特殊部Aにおいて、土留工最大N値のご教示願います。

換算Ｎ値は最大300を想定していす。

24 設計書　38，39番
用排水管構造物掘削　P(Po-B)φ0.40(Sd-B)-A，-Bにおいて、土留工最大
N値のご教示願います。

換算Ｎ値は最大180を想定しています。

25 設計書 60～63番
集水ます　W～Zにおいて、土留工最大N値のご教示願います。

換算Ｎ値は最大180を想定しています。

26 見積条件書
ファーネス 熱出力75,000cal/hにおいて、計上単価項目が不明です。ご
教示願います。

雑工事費 作業環境養生費にて計上しています。
割掛先は、割掛対象表を確認ください。

27 設計書　103番
除雪工　機械拘束Aにおいて、供用日損料単価は11欄と15欄のどちらを採
用しているのでしょうか。ご教示願います。

積算に関する質問はお答えできません。

28 設計書　104番
除雪工　除雪作業Aにおいて、運転時間損料単価は9欄と13欄のどちらを
採用しているのでしょうか。ご教示願います。

積算に関する質問はお答えできません。

29 金抜設計書7頁　番号83
土木コスト情報および土木施工単価の4月号において、「鉄筋加工・組立
（一般構造物）」の項目が削除されていることを確認いたしました。当
該項目の単価設定にあたり、前号（1月号）の単価を採用しているので
しょうか。ご教示をお願いいたします。

鉄筋工に関する市場単価が掲載されている直近の号を参考に、必要な費
用を計上してください。


